
 

 

〔問題Ⅰ〕(配点 25) 

 

（１）√5 × √5
6

÷ √25
3

 を計算せよ。 

√5 × √5
6

÷ √25
3

=  ア   

 

（２）(2𝑎 − 𝑏)7 の展開式における 𝑎2𝑏5 の係数は  イウエ  である。 

 

（３）−16 の平方根を虚数単位 𝑖 を用いて表すと  オカ  𝑖 となる。 

 

（４）2 次方程式 2𝑥2 + 4𝑥 + 7 = 0 の 2つの解を 𝛼，𝛽 とするとき，𝛼 + 𝛽，𝛼𝛽 の値を，そ

れぞれ求めよ。 

𝛼 + 𝛽 =  キク  

𝛼𝛽 = 
  ケ  

  コ  
  

 

（５）不等式 log3(𝑥 − 2) < 3 を解きたい。 

  真数は正であるから 𝑥 >  サ  ……① 

  3 = log3   シス  であるから，与えられた不等式を変形すると， 

  log3(𝑥 − 2) < log3   シス   

   底は  セ  で 1より大きいから，真数を比較して， 

   𝑥 <  ソタ  ……② 

   ①，②を同時に満たす 𝑥 の値の範囲は 

    サ  < 𝑥 <  ソタ  

 

 

 

  



 

 

〔問題Ⅱ〕(配点 25) 

 

（１）点 (1,   2) を通り，直線 4𝑥 + 3𝑦 − 1 = 0 に平行な直線の方程式を求めよ。 

     ア  𝑥 +  3𝑦 −  イウ  = 0 

 

（２）放物線 𝑦 = 𝑥2 + 3𝑥 をどのように平行移動すると，放物線 𝑦 = 𝑥2 + 𝑥 に重なる

か調べたい。 

𝑦 = 𝑥2 + 3𝑥 ……① 

𝑦 = 𝑥2 + 𝑥  ……② 

とすると 

①は 𝑦 = (𝑥 +
 3 

  エ  
 )

2

− 
  オ  

4
   

②は 𝑦 = (𝑥 +
  カ  

2
 )

2

− 
 1 

  キ  
   

とそれぞれ変形できる。 

したがって，それぞれの放物線の頂点の座標に着目して考えると， 

𝑥 軸方向に  ク  ，𝑦 軸方向に  ケ  だけ平行移動すればよい。 

 

（３）2 点 A (−4,   − 3) ，B (3,   4) を結ぶ線分 AB を 5：2 に内分する点 P の座標を求めよ。 

P (  コ  ，  サ  ) 

 

（４）2 点 A (−3, −5) ，B (4, 2) を結ぶ線分 AB を 9 ：2 に外分する点 Q の座標を求めよ。 

Q (  シ  ，  ス  ) 

 

（５）3 点 A (2, 2) ，B (−4, −1) ，C (8, −7) を頂点とする △ ABC の重心 G の座標を求めよ。 

G (  セ  ，  ソタ  ) 

 

  



 

 

〔問題Ⅲ〕(配点 25) 

 

（１）sin 
𝜋
4  −  cos 

𝜋
6
 を計算せよ。 

  sin 
𝜋
4  −  cos 

𝜋
6

=  

√  ア  −√  イ  

 ウ 
 

 

（２）0 < 𝜃 < 𝜋 とする。tan 𝜃 = − 
3
4 のとき，sin 2𝜃 の値を求めよ。 

  sin 2𝜃 =
  エオカ  

  キク  
 

 

（３）関数 𝑦 = 2 sin 𝜃 + 3 cos 𝜃 の最大値を求めたい。 

  与えられた関数の式を変形すると 𝑦 = √  ケコ  sin(𝜃 + 𝛼) 

  ただし，𝛼 は次の式を満たす角である。 

  cos 𝛼 =
  サ  

√  シス  

 ，sin 𝛼 =
  セ  

√  ソタ  

 

   チツ  < sin(𝜃 + 𝛼) <  テ   より，この関数の最大値は√  トナ   である。 

 

（４）△ ABC の 3 つの角の大きさを 𝐴 ，𝐵 ，𝐶 で表し，それらの角の対辺の長さを 

  それぞれ，𝑎 ，𝑏 ，𝑐 で表す。
𝑏2+𝑐2−𝑎2

2𝑏𝑐
< 0 の関係が成り立つとき，この三角形 

  は  ニ  の三角形である。 

   ニ  の解答群 

     ∠A が直角    ∠B が直角    ∠C が直角 

     ∠A が鈍角    ∠B が鈍角    ∠C が鈍角 

 

（５）関数 𝑦 = sin 3𝜃 の周期は  ヌ  である。 

   ヌ  の解答群 

     
 𝜋 

3
   

 2 

3
 𝜋    

 𝜋 

2
    

 3 

2
𝜋    𝜋     2𝜋  3𝜋  



 

 

〔問題Ⅳ〕(配点 20) 

 

（１）関数 𝑦 = 3𝑥3 + 6𝑥2 − 9𝑥 − 4 を微分せよ。 

  𝑦′ =  ア   𝑥2 +  イウ  𝑥 −  エ  

 

（２）𝑓′(𝑥) = 3𝑥2 + 3𝑥 − 4 ，𝑓(2) = 0 を満たす関数 𝑓(𝑥) を求めよ。 

  𝑓(𝑥) =   オ   𝑥3 + 
  カ  

 キ 
𝑥

2
−  ク  𝑥 +  ケコ  

 

（３）不定積分          を求めよ。 

         = 
  サ  

 シ 
𝑥

3
+ 

  ス  

 セ 
𝑥

2
−  ソ  𝑥 + 𝐶 （ 𝐶 は積分定数） 

 

（４）放物線 𝑦 = 2𝑥2 + 4𝑥 と直線 𝑦 = 4𝑥 + 2 とで囲まれた図形の面積 𝑆 を求めたい。 

  放物線と直線の共有点の 𝑥 座標は 2𝑥2 + 4𝑥 = 4𝑥 + 2 の解である。これを解いて  

  𝑥 =  タチ  ， ツ  

  よって，求める面積 𝑆 は 

  𝑆 =
  テ  

 ト 
 

 

 

 

 

 

〔問題Ⅴ〕(配点 5) 

 

次の 10 個の値について，最頻値（モード）と第 3 四分位数を求めよ。 

2，3，3，3，4，5，7，9，9，10 

  最頻値は  ア  

  第 3四分位数は  イ  

 

 

∫(𝑥 + 3)(𝑥 − 2) 𝑑𝑥 

 
∫(𝑥 + 3)(𝑥 − 2) 𝑑𝑥 

 


